
令和７年度 第１回 天然記念物「高宕山のサル生息地」の 

サルによる被害防止管理委員会 会議録 

 

１ 会議の名称 
令和７年度 第１回 天然記念物「高宕山のサル生息地」の

サルによる被害防止管理委員会 

２ 開催日時 
令和７年８月 22日（金） 

14時 00分～15時 00分 

３ 開催場所 富津市役所 ５階 502会議室 

４ 審議等事項 （１）令和６年度事業報告及び決算について 

５ 出席者名 

委 員 

 中山正之、荒井淳一、粕谷哲也、成川正憲、平島敏一 

石井一成、椎名康一、池田文隆、嶋野利郎 

オブザーバー 

 伴 光哲（千葉県教育庁教育振興部文化財課） 

 大塚拓美、伊藤大雪（千葉県環境生活部自然保護課） 

事務局 

（調査団）白鳥大祐 

（富津市）篠田優子、牧野啓介、金木佑天、中村文洋 

（君津市）野村 出、當眞紀子、朝倉 唯 

６ 公開又は非公開の別 公開  ・ 一部非公開 ・ 非公開 

７ 非公開の理由  

８ 傍聴人の人数 1人（定員 ５人） 

９ 所管課 
教育部 生涯学習課 文化係 

電話  0439-80-1342 

10 会議録（発言の内容） 別紙のとおり 
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発言者 発言内容 

(富津市) 

篠田課長 

 

 

 

 

 (富津市) 

金木主任主事 

 

 

 

 

 

 

 

 

(富津市) 

篠田課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日は、何かとお忙しい中、本会議にご出席を賜り誠にありがとうご

ざいます。 

本日の進行を務めさせていただきます、富津市生涯学習課長の篠田で

ございます。よろしくお願いいたします。 

会議に先立ち、資料の確認をさせていただきます。 

 

お配りしました資料の確認をいたします。 

１ 会議次第 

２ 委員名簿 

３ 席次表 

４ 委員会設置要綱 

５ 令和６年度事業報告書 

６ 令和６年度決算書 

７ 千葉県自然保護課提供資料 

以上の７点です。 

 

それでは、令和７年度第１回天然記念物「高宕山のサル生息地」のサ

ルによる被害防止管理委員会会議を始めさせていただきます。 

 

出欠席の報告をさせていただきます。 

本日の会議は、出席委員９名、欠席委員 5名です。 

よって、過半数の委員の出席を得ており、本委員会設置要綱第７条第

２項により成立しておりますことをご報告申し上げます。 

本日の会議は、公開となります。会議終了後、会議録を作成し、富津

市および君津市のホームページにて公開いたします。なお、本日の傍聴

人は１名です。会議録作成のために録音をさせていただきますので、ご

了承願います。 

 

委員及びオブザーバーの変更がありますので、ご報告いたします。 

富津市教育委員会教育長が、山下様に 

君津市経済環境部農政課長が、石井様に 

富津市有害鳥獣対策協議会会長が、内藤様に 

千葉県中部林業事務所長が、椎名様に 
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中山委員長 

 

（富津市） 

篠田課長 

 

 

中山委員長 

 

 

 

 

委員一同 

 

中山委員長 

 

 

 

 

 

 (君津市) 

當眞主幹 

 

 

 

 

 

 

学識経験者 水上様に 

 今年度より委員に就任していただいております。 

 また、千葉県環境生活部自然保護課 大塚様、 

    千葉県環境生活部自然保護課 伊藤様に 

 オブザーバーに就任していただいております。 

 

続いて、委員長であります中山富津市副市長からご挨拶申し上げます。 

 

 （委員長挨拶） 

 

ここからは、本委員会設置要綱第７条第３項の規定により、議長を中

山委員長にお願いいたします。 

 

議長を務めさせていただきます。皆様方には、スムーズな議事の進行

にご協力をお願いいたします。 

議題に入る前に会議録署名委員２名を決めたいのですが、慣例により

私から指名してよろしいでしょうか。 

 

異議なし。 

 

ありがとうございます。 

ご異議もないようですので、椎名委員、池田委員にお願いいたします。 

 

それでは、議題に入らせていただきます。議題（１）令和６年度事業

報告及び決算について、事務局の説明を求めます。 

 

令和６年度事業報告について説明いたします。 

本事業の目的は、天然記念物「高宕山のサル生息地」のニホンザルを

管理し、サルによる農作物被害等への被害を防止し、地域住民の生活と

文化財である野生動物との共存に向け、事業を行うものであります。 

１ 被害防止 

（１）電気柵 

①維持管理 

本事業対象の電気柵の点検・改修を行いました。報告書に本事業対象

電気柵の一覧がございます。また、電気柵の点検結果を掲載しておりま
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す。 

②改修 

令和６年度の改修は、富津市側は宇藤原地区のＵ23で 150ｍ、君津市

側は怒田沢地区のＫ８およびＫ23で 90ｍを実施しました。 

 

（２）被害多発期の追い払い 

８月 14 日（１日）と８月 20 日（0.5 日）の 1.5 日のみの実施となり

ました。主に、要現状変更範囲である宇藤原地区に出現する群れを対象

に実施していますが、対象の群れに電波発信器を装着した個体がなく、

人員も限られているため、これを補うため、必要に応じて、追い払い用

のロケット花火を配布しました。 

 

（３）被害実態調査 

３月に、合計 46戸を対象に聞き取り調査を行いました。調査地点は、

宇藤原地区 10戸、宇藤原地区以外の富津側の地区 20戸、君津側地区 16

戸です。 

昨年度と比較すると、３地区の被害率・被害指数は、横ばいか、微増

している状況です。農作物被害は、サル以外の被害が混ざっている可能

性もありますが、依然として「減っていない」、「多い」という回答があ

るのが現状です。 

これまで被害対象としてきた農作物以外のものを含め、被害品目の種

類が増えている傾向が見られます。 

 

２ 生態調査と個体数管理 

（１）電波発信器装着のための捕獲 

電波発信器を装着するため、箱ワナを５か所に８台を設置しました。 

令和６年度は、計９頭の捕獲がありました。 

捕獲個体には麻酔をし、外部計測、形態による交雑判定、血液サンプ

ル採取を実施しました。 

捕獲個体のうち、発信器装着個体は、富津市小倉捕獲のアン１頭です。 

形態による交雑判定では、３頭が交雑と判定され、安楽殺処分しまし

た。判定は、相対尾長による基準と体毛色によって行っています。 

 

（２）生態調査 

令和６年度の追跡対象は、田倉群、小倉Ａ群、西日笠Ａ群、旅名Ａ群
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の４群です。 

田倉Ａ群は、発信器装着個体のウタの発信器の電池寿命により遠隔で

脱落操作したため、４月から５月までの追跡であります。 

また、西日笠Ａ群のヌタヨが、７月に有害鳥獣駆除により死亡したた

め、追跡は４月から７月までとなりました。 

令和６年度末時点での指定地域周辺の追跡可能な群れは、田倉Ａ群及

び旅名Ａ群の２群。電波発信器装着個体は３頭となります。 

各群れの行動域には、あまり大きな変化はみられません。 

このうち、田倉群と西日笠Ａ群の遊動域が狭まっていますが、これは、

発信器の脱落や装着個体の死亡により、調査期間が短かったことに起因

していると考えられます。 

 

（３）個体数管理 

富津市農林水産課、君津市農政課より有害鳥獣駆除の資料を提供して

いただき、取りまとめました。 

駆除数は、富津市 49頭、君津市 52頭、合計 101頭です。 

 

３ 天然記念物指定地域の生息環境調査 

（１）環境改変 

環境改変は、平成４年度に設定した君津市側の高宕山県有林の広葉樹

林造成試験地と、平成９年度に富津市側の国有林の皆伐跡地に植栽した

ヤマザクラの成長量や森林階層（地表からの樹高が異なる樹木が混在す

る森林の構造）を調査しました。環境改変調査は、隔年（偶数年）で実

施しております。 

 

①天然更新試験地の樹木成長状況 

11月に調査を実施しました。調査対象に１本増加、枯損により調査対

象外になったのは 10本です。 

 

②ヤマザクラ植栽地の成長状況 

11 月に調査を実施しました。枯損により調査対象外になったのは１

本、その他、枯損が進んでいるものが１本見られました。 

 

（２）生息環境調査 

指定地域周辺の富津市宇藤原地区で、気温と降水量の測定を行いまし
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（富津市） 

牧野係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山委員長 

 

 

（調査団） 

白鳥 

 

た。 

４月１日から７月 13 日までは、自動観測機器の不具合で測定できま

せんでしたが、７月 14日以降、観測機器が起動しましたので、報告書に

測定結果を示しています。 

令和５年度と比べてみますと、７・８月の最高気温の上昇がみられま

す。また、降水量は５年度の 2.5倍程度の降水量がありました。 

以上、報告いたします。 

 

続きまして、令和６年度「高宕山のサル生息地」のサルによる被害防

止管理事業決算について、ご説明いたします。 

（歳入） 

予算額   4,473,000円 

収入済額  4,473,000円 

（歳入内訳） 

富津市   2,460,000円 

君津市   2,013,000円 

計   4,473,000円 

 

 （歳出） 

  予算額   4,473,000円 

  支出済額  4,473,000円 

（歳出内訳） 

  報償費     18,000円 

賃金    2,252,000円 

旅費     366,874円 

  需用費   1,783,024円 

  役務費     53,102円 

    計   4,473,000円 

 

ありがとうございました。 

補足等はございますか。 

 

特にございません。 
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中山委員長 

 

 

椎名委員 

 

 

 

 

 

（調査団） 

白鳥 

 

 

椎名委員 

 

 

 

 

 

 

 

（調査団） 

白鳥 

 

 

 

 

 

 

 

椎名委員 

 

 

 

（調査団） 

事務局の説明が終わりました。ただいまの説明につきまして、何かご

質問等ございますか。 

 

ご説明いただきました環境改変に関しまして、広葉樹林造成の試験は、

現在どのような目的で実施されているのでしょうか。 

また、全体としてどのような方向性でこの試験が進められているのか、

教えていただきたいです。 

 

 

環境改変という方向性で実施されました。 

 

 

 

環境改善というテーマで行われているのはわかるのですがこれは、現

在、サルによる影響を確認しようとしているのでしょうか。それとも、

単に植生がどのように推移していくのかを把握することを目的としてい

るのでしょうか。 

どのような点に着目して実施されている試験なのか、教えていただき

たいです。 

 

 

これは、指定地域の造成試験地において、サルにとって好ましい環境

へと整備を行い、人里まで出てきているサルを山へ戻すことを目的とし

た試みです。山にそうした環境を作ることで、誘導を図るという考え方

で実施しております。 

ただし、長期間にわたって実施しているものの、現状ではこの規模の

環境改善では、サルが山へ戻るといった効果は十分に確認できていない、

という結果になっております。 

 

 

ということは、餌となるような木が増えていけば、一定程度、期待し

ている方向に進んでいると考えてよろしいでしょうか。 

 

 

はい。しかしながら、餌となるような木は生えてはいるものの、現状
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白鳥 

 

 

中山委員長 

 

 

椎名委員 

 

 

 

 

 

 

（君津市） 

當眞主幹 

 

 

 

椎名委員 

 

 

中山委員長 

 

 

 

委員一同 

 

中山委員長 

 

 

 

 

（富津市） 

金木主任主事 

 

ではサルが山へ戻っていないという状況です。 

 

 

ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

 

 

決算資料において、需用費として電気柵の改修に 84 万円が計上され

ており、昨年度は合計 240m の電気柵の改修が実施されたとの説明があ

りましたが、この 240mという実績については、あらかじめ計画的に進め

られているものなのか、あるいは予算の範囲内で実施した結果として年

間の作業量が決まっているものなのでしょうか。 

 

 

 令和 6年度につきましては、当初、電気柵の改修を 450m実施する予定

でございましたが、電気柵の材料費の高騰等の影響により、予定どおり

の延長を確保することができなかったという事情がございました。 

 

 

ありがとうございます。 

 

 

他にいかがですか。 

他にご質問もないようですので、議題（１）令和 6年度事業報告及び

決算について、ご承認いただけますでしょうか。 

 

異議なし。 

 

ありがとうございます。本件は承認されました。 

 

続きまして、続きまして、次第の 4その他（1）交雑判定研究に係るサ

ルの写真提供について事務局から説明をお願いします。 

 

新規事業について、委員の皆様に報告いたします。 

このたび兵庫県立大学自然環境科学研究所よりサルの交雑判定の研究

のために本事業におきまして撮影してきましたサルの写真のデータを提



8 

 

 

 

  

 

 

 

 

（調査団） 

白鳥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山委員長 

供して欲しい旨の依頼がございました。 

事務局としましてはこれを有益な研究と捉え、写真提供等を行いたい

と考えております。 

事業の内容の詳細につきましては、調査団から報告をいたします。 

 

 

本件に関して、君津市、富津市および調査団宛に依頼文を主さんから

いただいていますのでそれを読ませていただきます。 

平素よりニホンザルの保全管理にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申

し上げます。 

さて千葉県房総半島におきましては、外来種のアカゲザル生息が確認

されており、在来ニホンザルとの交雑による遺伝的影響が懸念されてお

ります。房総半島のニホンザルが混雑の進行により絶滅が危惧されてお

り、その実態把握がおよび広域的なモニタリング手法の確立が急務とな

っております。 

この課題に対応すべく、「AI 技術を用いた房総ニホンザルの遺伝子汚

染判定の検討-交雑問題から種分化を考える-」（2024 年度から 2026 年

度、学術研究助成基金助成金/科学研究費補助金）が採択され、研究を進

めております。 

本研究では、既存の画像・動画データ確保（ニホンザル・アカゲザル 

交雑個体）を活用し、人工知能 AIによる交雑個体判定法を開発、その

精度を検証することを目的としております。 

つきましては、調査団において収集保管されております関連データの

提供を賜りたくお願いを申し上げますということです。 

利用予定期間に関しては、令和 7年 8月から令和 9年 3月となってお

ります。 

本研究の成果は、日本霊長類学会・日本哺乳類学会等において発表す

るとともに、関連する学術誌へ投稿する予定です。将来的には、房総半

島におけるニホンザル保護管理に資する形で整理・提供することを計画

しております。 

ということで、当方の方でも天然記念物高宕山のニホンザルを交雑か

ら防ぐことが喫緊の課題であることから、この研究に画像提供をして協

力できると考えております。以上です。 

 

ありがとうございます。 
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 （千葉県） 

伊藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山委員長 

ただいまの説明につきまして、質問等ございましたらお願いいたしま

す。 

よろしいでしょうか。続きまして、（2）千葉県からの情報提供につい

て、本日はオブザーバーとして、千葉県環境生活部自然保護課保護課様

保護課から大塚様と伊藤様にお越しいただいております自然保護課の皆

様からご用意いただきました資料につきまして、説明をお願いいたしま

す。 

 

 私からは、千葉県自然保護課にて実施しているニホンザルの生息状況

等についてお話させていただきます。 

 

１ ニホンザルの群れの状況（令和６年度時点） 

（１）群れの行動範囲 

 群れの一部のサルを捕獲して GPS発信機を装着し、ラジオ・テレメト

リー法及び目視により、群れの行動範囲を把握する調査を実施しました。 

 令和 6年度県事業では、鋸南・南房総地域の 7群、君津・富津地域の

4群、勝浦・市原地域の 2群の行動範囲を把握しました。 

 

（２）加害レベル 

 ニホンザルの群れの加害レベルを、環境省ガイドラインに基づいて評

価したところ、県内の群れの加害レベルは、レベル 2～4の間に収まり、

レベル 1以下の野生群やレベル 5の極めて悪質な加害群の生息は確認さ

れませんでした。 

 

 ２ 特定外来生物アカゲザルとの交雑状況（写真による形態判定） 

ニホンザルの写真による形態判定を行い交雑状況を把握しました。 

こちらの図は、県内のサルの交雑率を色別で示したもので色が濃くな

るほど交雑率が高い傾向にあります。県の南西部、北部が色の濃いユニ

ットが集まっております。君津の山林地域においては比較的交雑率が低

くなっており、君津の山林地域の東側の方では交雑率が高くなっており

ます。 

自然保護課からは、以上です。 

 

 

ありがとうございました。 
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（富津市） 

篠田課長 

 

ただいまのご説明につきまして、ご質問等ございましたら、よろしく

お願いいたします。 

  

ないようですので、その他について、委員の皆様、何かございますか。 

 

事務局からはございますか。 

 

ないようですので、議長の職をここで解かさせていただきます。 

ご協力ありがとうございました。 

 

以上をもちまして、令和 7年度第１回天然記念物「高宕山のサル生息

地」のサルによる被害防止管理委員会会議を閉会いたします。 

貴重なご意見、ご審議、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


